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大
阪
の
「
百も

ず
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」

が
世
界
遺
産
へ
の
登
録
を
勧
告
さ
れ
る

な
ど
、
近
頃
古
墳
が
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。

　

名
古
屋
市
内
に
も
約
二
百
基
の
古
墳

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
最
も
集
中
し
て

い
る
の
が
名
古
屋
市
北
東
部
の
「
志し

だ段

味み

古
墳
群
」
で
す
。

　

志
段
味
古
墳
群
は
、
名
古
屋
市
の
最

高
峰
「
東と
う
ご
く
さ
ん

谷
山
」
と
つ
な
が
り
を
も
つ

よ
う
に
、
山
の
上
や
麓
に
四
世
紀
か
ら

七
世
紀
に
造
営
さ
れ
、
前
方
後
円
墳
、

帆ほ
た
て立
貝が
い

式
古
墳
、
円
墳
な
ど
三
十
三
基

が
現
存
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
い
く
つ
か
の
古
墳
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
白し

ら
と
り
づ
か

鳥
塚
古
墳
】

　

四
世
紀
前

半
に
築
造
さ

れ
た
前
方
後

円
墳
で
愛
知

県
下
第
三
位

の
規
模
を
誇

り
ま
す
。

　

後
円
部
頂

部
や
斜
面
に

石
英
が
ま
か
れ
白
く
輝
い
て
い
た
外
観

か
ら
白
鳥
塚
の
名
称
の
由
来
と
な
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
東
谷
山
白
鳥
古
墳

　

六
世
紀
末

か
ら
七
世
紀

前
半
に
築
造

さ
れ
た
円
墳

で
、
志
段
味

古
墳
群
で
石

室
が
唯
一
ほ

ぼ
完
全
な
状

態
で
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
馬
具
や

太
刀
な
ど
の
遺
物
も
出
土
し
て
い
ま

す
。

■
東ひ

が
し

大お
お
く
て

久
手
古
墳
】

　

五
世
紀
末

に
築
造
さ
れ

た
帆
立
貝
式

古
墳
で
、
円

筒
埴は

に
わ輪
が
見

つ
か
っ
て
い

ま
す
。

■
志
段
味
大
塚
古
墳

　

五
世
紀
後

半
に
築
か
れ

た
帆
立
貝
式

古
墳
で
、
被

葬
者
は
庄
内

川
流
域
の
有

力
勢
力
の
首

長
で
、
王
権

と
も
深
い
関

係
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
古
墳
は
、
当
時
の
姿
を
復
元
し

て
あ
り
、
約
五
百
体
の
埴
輪
の
複
製
品

が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
体
感
！

　

し
だ
み
古
墳
群
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

志
段
味
古
墳
群
の
出
土
品
の
鑑
賞

や
、
古
墳
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
、

古
代
体
験
が

で
き
る
施
設

で
す
。

　

名
古
屋
市

の
中
心
部
か

ら
ほ
ど
近
い

と
こ
ろ
で
古
代
を
感
じ
ら
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

◆
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
在
地

　

愛
知
県
名
古
屋
市
守
山
区
大
字
上
志

段
味
前
山
一
三
六
七

◆
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ア
ク
セ
ス

　

�【
公
共
交
通
】
Ｊ
Ｒ
高
蔵
寺
駅
か
ら

市
バ
ス
志
段
味
巡
回　

勝
手
塚
下
車

　

徒
歩
一
分

　

�【
自
動
車
】
東
名
高
速
道
路　

守
山

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら

約
十
分

ご当地

自慢
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